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一
、
は
し
が
き

近
代
的
和
歌
山
の
建
設
者
と
し
て
、
市
民
の
記
憶
に
留
免
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
隠
れ
た
る
高
徳
者
高
市
志
友
翁
に
つ
い
て
、

。

、

今
以
て
一
編
の
伝
記
す
ら
な
き
は
甚
だ
遺
憾
と
す
る
所
で
あ
る

翁
は
斈
識
の
豊
富
・
文
藻
の
高
雅
・
趣
味
の
饒
多
を
以
て

當
時
其
名
を
謳
は
れ
、
名
声
噴
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
殊
に
和
歌
山
の
社
会
事
業
に
貢
献
せ
ら
れ
た
る
事
蹟
頗
る
多
く
、

今
日
南
海
の
大
都
市
と
し
て
將
来
益
々
発
展
す
べ
き
我
が
和
歌
山
市
は
、
過
去
に
於
て
其
の
商
工
業
の
運
用
上
最
も
大
切
な

り
し
内
川
の
埋
れ
る
を
屡
々
浚
渫
し
、
治
水
事
業
を
全
ふ
せ
し
め
た
る
恩
人
で
あ
る
。
藩
命
に
よ
り
、
そ
の
斈
殖
の
豊
か
な

る
を
認
め
ら
れ
、
紀
伊
国
名
所
圖
絵
の
編
修
を
な
さ
し
め
ら
れ
た
る
如
き
は
、
當
時
の
な
し
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。
こ
ゝ
に

翁
の
伝
記
を
述
べ
ん
と
す
る
に
、
高
市
家
に
は
天
災
の
爲
め
、
多
数
の
古
文
書
と
共
に
そ
の
記
録
の
殆
ど
大
部
分
を
煙
滅
せ

し
を
以
て
、
現
戸
主
志
直
翁
と
古
老
の
伝
言
、
余
の
調
査
を
綴
り
述
べ
て
み
や
う
。

二
、

高
市
家
の
祖
は
六
郎
兵
衞
と
云
ひ
、
元
和
五
年
徳
川
頼
宣
公
紀
州
に
入
国
す
る
や
、
駿
河
府
中
よ
り
随
行
し
た
る
十
二
家
御

用
商
人
の
一
家
で
あ
っ
た
。
當
時
和
歌
山
新
雜
賀
屋
町
に
住
し
、
材
木
の
御
用
を
努
免
て
ゐ
た
が
、
其
の
後
書
籍
の
御
用
を

受
け
、
明
治
初
年
ま
で
紀
州
藩
の
御
用
商
人
と
し
て
羽
振
を
利
か
し
て
ゐ
た
。
元
和
歌
山
市
元
寺
町
一
丁
目
屋
号
帶
伊
高
市

伊
兵
衛
は
其
の
後
裔
で
あ
る
。
高
市
志
友
・
名
は
伊
平
・
字
は
青
霞
堂
と
号
し
、
同
家
第
七
世
の
長
子
に
し
て
、
宝
暦
元
年

未
正
月
七
日
和
歌
山
北
細
工
町
に
生
る
。
幼
に
し
て
總
明
多
識
な
る
神
童
で
あ
っ
た
。
纔
八
歳
に
し
て
單
身
江
戸
に
登
り
、

浅
草
の
藥
種
商
某
に
勤
め
難
銀
苦
渋
し
た
。
常
に
斈
問
を
好
み
寸
暇
を
惜
し
み
て
業
務
の
か
た
わ
ら
読
書
を
行
ひ
、
日
夜
精

勵
を
な
し
、
遂
に
二
十
余
歳
に
し
て
同
家
の
養
子
に
見
込
ま
れ
た
る
も
、
長
男
の
故
を
以
て
辞
退
し
た
。
其
の
後
長
く
江
戸

に
滞
在
し
、
文
斈
を
究
め
も
っ
て
研
鑽
の
功
を
積
み
和
歌
山
に
還
る
。
當
時
江
戸
の
書
林
で
は
帶
伊
の
や
う
な
文
学
者
は
珍

し
い
と
口
々
に
賞
賛
し
た
と
云
ふ
。
而
し
て
志
友
翁
は
常
に
公
徳
心
篤
く
、
和
歌
山
の
社
会
事
業
に
対
し
種
々
奔
走
す
る
と

こ
ろ
多
か
っ
た
。
翁
又
深
く
神
仏
を
崇
敬
し
、
関
東
・
関
西
各
地
の
勝
地
旧
蹟
を
跋
渉
し
、
名
髙
き
神
社
佛
閣
興
隆
発
展
策

に
意
を
用
ひ
、
献
身
的
努
力
を
な
し
た
と
云
ふ
。
晩
年
は
著
述
に
耽
り
、
就
中
藩
の
御
用
出
版
に
全
力
を
注
ぎ
つ
ゝ
あ
り
し

も
、
自
著
の
雜
俳
百
画
讃
等
多
数
稿
を
残
し
、
文
政
六
年
三
月
七
日
七
十
三
歳
を
以
て
溘
逝
せ
ら
れ
る
。
法
諱
は
華
道
壽
信

士
と
云
ひ
、
和
歌
山
市
鈴
丸
町
萬
精
院
の
塋
域
に
葬
ら
る
。
高
市
志
友
翁
の
如
く
公
徳
心
厚
く
、
且
つ
博
斈
に
し
て
偉
大
な

る
功
績
を
残
せ
し
士
は
、
大
い
に
顯
揚
し
名
を
永
遠
に
伝
へ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
左
の
一
篇
は
高
市
家
第
八
代
志
文
翁
が
藩



主
へ
同
家
の
覺
書
の
一
部
と
し
て
口
述
せ
る
も
の
で
あ
る
。

乍
恐
御
内
意
奉
申
上
口
上

新
通
二
丁
目

帶

伊

伊

兵

衛

一
、
私
先
祖
元
和
五
未
年
駿
河
よ
り
御
国
へ
罷
越
新
雜
賀
町
ニ
而
御
材
木
御
用
被
爲
仰
付
難
有
相
努
渡
世
任
罷
在
候
而
御

用
向
無
故
障
相
努
其
上
和
州
吉
野
郡
中
ヨ
リ
仕
出
候
板
之
儀
ハ
往
古
ハ
大
和
ヨ
リ
牛
馬
ニ
而
大
阪
堺
へ
陸
廻
し
テ
仕

来
候
処
御
材
木
御
用
ニ
付
吉
野
郡
中
へ
毎
度
罷
越
候
ニ
付
彼
地
ニ
而
智
音
之
者
共
多
ク
御
座
候
二
付
右
板
類
何
卒
御

国
へ
引
請
候
而
川
筋
積
下
シ
候
ハ
バ
軽
キ
者
共
稼
方
相
増
殊
ニ
岩
出
御
口
銀
乍
恐
相
増
御
益
ニ
モ
相
成
候
様
取
計
仕

候
由
緒
ヲ
以
テ
天
和
三
亥
年
奉
行
所
彦
坂
九
兵
衛
様
御
勤
被
遊
候
節
於
御
當
地
ニ
始
而
板
問
屋
株
私
先
祖
六
郎
兵
衛

壱
人
へ
被
爲
仰
付
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
其
後
私
祖
父
長
次
兵
衛
義
宝
暦
年
中
江
戸
御
表
御
中
屋
舗
御
焼
失
後
冥
加
人

足
料
銀
奉
差
上
候
処
御
悦
喜
被
爲
遊
御
感
状
被
爲
下
置
難
有
頂
戴
仕
候
爾
今
所
持
有
候
又
明
和
年
中
御
調
達
永
上
銀

ヲ
奉
差
上
難
有
渡
世
仕
罷
在
候
然
ル
所
私
義
當
時
御
藥
種
屋
仲
間
并
書
物
商
売
仕
罷
在
候
ニ
付
先
祖
之
由
緒
ヲ
以
安

永
七
戌
七
月
鳥
犀
角
潤
体
圓
ト
中
風
藥
御
国
御
領
分
中
并
諸
国
共
売
弘
メ
之
義
奉
願
上
候
猶
其
後
寛
政
七
辰
三
月
紀

勢
御
領
分
之
名
所
旧
跡
神
社
佛
閣
圖
絵
開
板
之
義
奉
願
上
候
処
御
許
容
被
爲
成
下
右
両
件
棅
ト
モ
御
觸
流
被
爲
成
下

？

難
有
仕
合
ニ
奉
存
候

一
、
先
年
御
城
下
町
人
共
へ
御
立
金
被
爲
仰
付
候
節
町
人
共
之
内
心
得
違
被
是
申
立
者
共
御
座
候
ニ
付
下
ニ
而
納
得
爲
仕

候
様
親
伊
兵
次
へ
御
番
所
様
ヨ
リ
被
爲
仰
聞
ニ
付
夫
レ

納
得
爲
仕
上
納
仕
ニ
付
追
而
御
譽
被
爲
逝
候

く

？

一
、
先
年
和
歌
御
祭
礼
餅
搗
踊
親
伊
兵
衛
諸
事
引
請
世
話
仕
候
様
被
爲
仰
付
ニ
付
精
々
相
働
申
候
由
緒
ヲ
以
て
此
度
御
神

忌
ニ
付
又
々
餅
搗
踊
衣
装
其
外
一
式
相
納
申
候

一
、
先
達
而
風
土
記
御
調
整
被
爲
遊
候
付
御
城
下
之
内
親
伊
兵
衛
次
へ
相
調
候
様
被
爲
御
聞
ニ
付
御
番
所
様
へ
被
出
相
勤

（

平

）

申
候
ニ
付
御
銀
頂
戴
仕
候

一
、
先
達
而
御
下
御
殿
御
焼
失
ニ
付
人
足
料
冥
加
奉
差
上
申
候
所
御
感
状
頂
戴
仕
申
候
右
之
通
御
用
立
候
者
ニ
古
座
候
ヘ

バ
此
段
被
爲
聞
召
分
皈
往
仕
候
義
御
聞
済
被
爲
成
下
候
は
ゞ
冥
加
至
極
イ
カ
斗
難
有
仕
合
ニ
可
奉
存
候
依
之
御
内
意

乍
恐
奉
申
上
候
以
上

亥

五
月

次
の
一
篇
は
寛
政
六
年
の
こ
と
で
、
志
友
翁
が
三
禮
圖
版
木
を
似
前
に
出
し
て
ゐ
た
が
、
其
後
京
都
の
書
林
北
村
四
郞
兵
衛

氏
が
五
経
圖
彙
と
し
て
、
前
者
の
内
容
を
抜
粋
し
た
る
版
木
を
出
し
た
る
爲
め
、
江
戸
へ
出
訴
し
た
る
時
の
取
爲
替

一
礼
之
事
で
あ
る
。



一
、
北
村
四
郞
兵
衛
殿
方
五
経
圖
彙
新
版
彫
刻
被
致
候
処
其
許
殿
御
所
持
之
三
禮
圖
ニ
差
構
御
対
談
ニ
被
及
候
得
共
埒
明

付
申
候
ニ
付
江
戸
表
へ
可
被
及
御
出
訴
ニ
付
右
圖
彙
奥
書
ニ
銘
々
共
名
前
有
之
候
ニ
付
御
出
訴
の
趣
町
分
へ
御
届
被

成
致
承
知
候
然
ル
所
此
度
菱
屋
孫
兵
衛
殿
武
村
甚
兵
衛
殿
御
挨
拶
ヲ
以
品
合
モ
有
之
候
ニ
付
其
許
御
所
持
之
三
礼
圖

彙
版
木
ハ
五
経
圖
彙
版
元
北
村
四
郞
兵
衛
方
へ
代
金
七
拾
両
ニ
御
譲
リ
被
成
内
濟
相
調
銘
々
共
迄
モ
大
慶
ニ
存
候
此

以
後
右
版
木
ニ
付
御
互
ニ
申
分
御
座
候
爲
後
日
一
札
如
件

五
経
大
全
版
元風

月

庄

左

衛

門

印

今

村

八

兵

衛

印

田

中

市

兵

衛

印

梶

川

七

郎

兵

衛

印

植

村

藤

右

衞

門

印

泉

太

兵

衛

印

寛
政
六
年
寅
十
二
月
二
十
二
日

紀
州
若
山帶

屋

伊

兵

衛

殿
参

三
、
運
河
浚
渫

和
歌
山
市
今
日
の
殷
盛
は
、
運
河
掘
割
の
し
市
の
縱
横
に
通
ず
る
が
爲
に
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
其
の
盛
衰
の
如
何
に
よ
る
こ

、

、

、

と
多
く

百
余
年
前
に
於
て
内
川
の
甚
だ
し
く
埋
ま
り

船
舶
の
航
行
の
困
難
す
ら
感
じ
つ
ゝ
あ
る
を
目
撃
し
た
志
友
翁
は

数
年
間
私
財
を
抛
っ
て
こ
れ
を
浚
渫
し
、
常
に
軽
き
も
の
を
助
く
の
意
を
以
て
行
ひ
も
の
で
あ
る
。
當
時
は
水
運
の
力
に
依

カ
ロ

る
こ
と
現
在
よ
り
甚
し
く
、
如
何
に
緊
要
な
る
公
共
的
精
神
の
発
露
の
賜
物
に
よ
り
し
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
が
爲
更
に
藻

屑
川
の
上
流
大
門
川
及
宮
村
四
ヶ
郷
村
中
ノ
島
村
一
帶
に
亘
る
冱
如
の
耕
地
を
拓
き
、
下
流
は
和
歌
山
及
宮
前
村
岡
町
村
一

円
の
耕
地
を
も
助
成
し
、
一
つ
は
氾
水
を
収
め
た
る
等
其
功
績
実
に
偉
大
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。



四
、
耕
地
整
理

現
海
草
郡
岡
町
村
塩
道
及
こ
れ
に
接
続
す
る
和
歌
山
の
耕
地
一
帶
は
、
當
時
藻
屑
川
の
下
流
毛
見
附
近
の
水
底
特
に
深
く
、

こ
れ
か
爲
河
川
に
塩
水
を
混
入
す
る
こ
と
は
非
常
に
多
く
、
水
稲
作
に
殆
ど
灌
水
の
出
来
ざ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
志
友
翁
農

、

。

、

民
憂
苦
の
現
状
を
聞
き

其
の
灌
漑
水
の
給
源
方
に
着
眼
し
種
々
考
慮
し
た

其
結
果
灌
漑
の
通
水
を
宮
井
の
用
水
に
辿
り

宮
村
秋
月
有
家
宮
前
村
北
手
平
東
ノ
丁
水
路
に
よ
り
、
旧
海
草
郡
役
所
の
北
側
よ
り
現
海
草
橋
の
北
の
川
低
に
、
約
四
十
五

？
底

間
に
亘
る
三
尺
平
方
の
松
木
の
木
框
を
以
て
、
東
よ
り
西
へ
く
り
ぬ
く
と
て
東
方
を
高
く
、
西
へ
低
く
呼
び
出
す
様
に
暗
渠

灌
漑
方
を
私
財
を
投
じ
新
設
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
西
の
方
は
南
片
原
町
を
通
り
塩
道
へ
通
じ
、
諸
所
に
小
な
る
貯
水
池

を
作
ら
し
め
、
最
に
白
樫
橋
に
流
下
す
べ
く
耕
地
整
理
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
爲
和
歌
山
及
塩
道
の
一
帶
に
亘
る

農
民
は
、
多
年
凶
作
な
り
し
水
稲
も
御
蔭
で
栽
培
せ
ら
れ
る
こ
と
ゝ
な
り
、
其
恩
惠
を
永
く
伝
へ
て
ゐ
た
が
、
現
在
は
こ
れ

等
の
場
所
も
住
宅
並
に
工
場
地
帶
に
変
遷
し
た
。

五
、
歌
舞
伎
芝
居

文
化
十
年
頃
ま
で
は
和
歌
山
に
興
行
物
と
し
て
の
催
し
も
の
な
く
、
一
つ
の
劇
場
す
ら
持
た
ぬ
甚
だ
し
く
寂
獏
を
感
じ
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
志
友
翁
は
密
か
に
考
へ
て
、
爰
に
當
時
大
阪
の
高
麗
橋
辺
に
あ
り
し
廃
座
の
太
鼓
櫓
を
譲
り
受
け
た
。
其

の
頃
櫓
が
な
け
れ
ば
芝
居
を
催
す
こ
と
が
出
来
な
ん
だ
も
の
で
あ
る

こ
の
櫓
を
當
時
官
許
を
得
て
和
歌
山
北
新
博
労
町

現

。

（

在
も
同
所
を
芝
居
側
と
い
ふ
）
と
立
て
貸
と
称
し
、
芝
居
を
初
め
て
興
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
當
時
和
歌
山
の
人
々
は
こ
の

娯
楽
場
あ
り
し
を
非
常
に
嬉
び
、
維
新
に
至
る
ま
で
帶
伊
の
許
し
が
な
け
れ
ば
芝
居
を
な
す
こ
と
が
な
ら
な
ん
だ
。
こ
の
建

貸
芝
居
小
屋
開
催
當
時
志
友
翁
の
興
行
を
宣
伝
し
た
の
に
、
或
時
當
地
の
建
貸
に
初
代
の
民
藏
一
行
芝
居
興
行
に
来
り
た
る

も
、
何
故
か
余
り
に
観
劇
す
る
も
の
す
く
な
き
を
以
て
、
多
見
藏
大
い
に
狼
狽
し
志
友
翁
に
善
後
策
を
依
頼
し
た
。
翌
朝
志

友
翁
は
一
行
を
自
宅
に
よ
こ
し
、
金
箱
や
毛
氈
を
以
て
新
通
の
渡
船
場
や
本
町
等
へ
賑
や
か
し
く
宣
伝
し
た
る
た
め
、
諸
人

大
ひ
に
不
思
議
が
り
そ
の
由
を
聞
け
ば
、
今
度
音
羽
屋
芝
居
役
者
一
行
大
勉
強
に
て
、
上
出
来
に
芝
居
な
な
し
つ
ゝ
あ
り
し

と
云
ひ
ら
し
た
る
た
め
、
其
日
よ
り
は
山
の
如
く
大
入
り
を
な
し
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
左
に
歌
舞
伎
芝
居
に
関
し
同
家

に
残
る
記
録
の
一
部
は
次
の
如
く
で
あ
る
。



取
爲
替
一
札
事

一
、
此
度
建
貸
ニ
而
芝
居
興
行
ニ
付
櫓
太
鼓
株
并
名
代
之
儀
ニ
付
彼
是
申
立
候
品
ニ
付
北
新
博
労
町
丁
年
寄
立
合
対
談
致

候
而
永
代
建
貸
櫓
名
代
相
極
候
依
之
先
年
其
元
建
貸
所
持
致
候
節
毎
日
中
舛
ニ
而
一
枚
六
人
結
芝
居
興
行
人
ヨ
リ
取

来
候
由
承
知
致
候
然
上
ハ
芝
居
興
行
之
節
建
貸
借
受
ニ
参
候
節
右
舛
一
枚
六
人
詰
之
儀
申
聞
候
上
而
貸
渡
可
申
候
若

勝
手
ニ
付
建
貸
地
ヘ
売
券
丁
タ
シ
候
節
右
名
代
ニ
相
成
候
而
モ
此
後
建
貸
櫓
等
ニ
オ
イ
テ
其
許
何
等
品
不
申
出
差
構

え
無
之
故
障
不
申
由
ニ
付
爲
後
日
取
爲
替
證
文
一
札
依
而
如
件

明
見
寺
支
配
人徳

田

喜

左

衛

門

印

家

代

十

藏

印

丁
年
寄
総
代

十

右

衞

門

印

文
化
拾
年
酉
六
月

帶

屋

伊

平

次

殿

一

札

之

事

此
度
北
新
博
労
町
建
貸
芝
居
ニ
而
當
三
月
十
五
日
ヨ
リ
流
レ
日
数
十
五
日
出
詰
リ
上
レ
リ
其
興
行
被
成
ニ
付
我
等
共
給
金

廿
両
貳
歩
ニ
相
極
メ
売
切
申
処
実
正
也
右
給
金
ノ
内
金
子
拾
両
受
取
残
リ
拾
両
貳
歩
我
々
道
中
小
遣
金
ト
一
処
ニ
御
地
ヘ

着
次
第
直
様
受
取
申
筈
ニ
相
対
仕
候
然
ル
上
ハ
右
之
金
受
取
不
申
候
而
ハ
芝
居
初
日
出
シ
不
申
候
尤
モ
出
カ
タ
リ
衣
裳
上

下
其
他
何
ニ
ヨ
ラ
ズ
座
売
切
之
外
金
子
申
請
不
申
候
受
荷
物
御
向
イ
ハ
其
方
ヨ
リ
被
成
ト
相
対
御
座
候
爲
後
日
依
而
一
切

如
件

寛
政
十
二
年
未
ノ
三
月

大
阪
太
夫
三
味
元
惣
代

竹

本

重

太

夫

印

紀
州
若
山
細
工
町

帶

屋

伊

兵

衛

殿



六
、
紀
州
名
物
小
鯛
雀
ず
し

和
歌
山
随
一
の
名
物
小
鯛
雀
ず
し
は
今
を
距
る
百
十
余
年
前
、
藩
主
徳
川
治
宝
卿
が
小
鯛
の
握
り
ず
し
が
丁
度
そ
の
形
雀
に

酷
似
す
る
を
以
て
命
名
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
志
友
翁
は
こ
の
小
鯛
ず
し
を
広
く
大
阪
の
食
道
樂
筋
へ
紹
介
す
る
目
的
を

以
て
、
百
十
余
年
前
紀
州
名
物
と
し
て
初
め
て
大
阪
表
心
齋
橋
辺
り
に
花
々
し
く
開
業
せ
し
め
た
る
が
、
當
時
大
阪
で
は
小

鯛
の
雀
ず
し
な
る
も
の
初
め
て
で
、
そ
の
製
法
に
獨
創
的
加
工
を
ほ
ど
こ
し
て
ゐ
る
点
か
ら
、
買
手
山
の
如
く
群
集
し
大
繁

盛
を
な
し
た
と
い
ふ
。
こ
れ
が
爲
品
物
一
時
調
の
は
ず
切
手
を
以
て
売
ひ
ろ
め
、
其
お
客
に
対
し
数
を
多
く
す
る
方
針
に
て

営
業
を
な
さ
し
め
た
た
め
、
紀
州
名
物
が
食
通
人
に
嗜
好
賞
讃
せ
ら
れ
た
。
現
在
の
大
阪
の
鯛
ず
し
の
製
法
は
実
に
紀
州
よ

り
伝
授
せ
し
も
の
で
、
今
で
こ
そ
そ
の
材
料
を
随
分
吟
味
す
る
関
係
上
名
声
を
上
げ
つ
ゝ
あ
る
が
、
こ
の
紀
州
の
小
鯛
ず
し

も
今
に
於
い
て
大
阪
の
玄
人
筋
に
も
て
は
や
さ
れ
る
の
は
、
一
つ
に
そ
の
材
料
の
選
擇
に
留
意
な
な
ず
が
爲
で
あ
る
。
即
ち

鯛
は
紀
淡
海
峡
に
て
捕
獲
せ
ら
れ
る
も
、
米
は
讃
岐
一
等
米
・
米
酢
は
紀
州
粉
河
名
産
を
用
ひ
、
且
つ
獨
特
の
製
法
を
施
す

か
ら
、
大
阪
製
よ
り
も
一
等
地
を
抜
い
て
ゐ
る
の
は
う
れ
し
い
。
此
の
名
産
を
広
く
世
に
普
及
せ
し
め
、
今
日
ま
で
紀
州
名

物
の
一
つ
と
し
て
評
判
の
よ
い
の
も
、
志
友
翁
に
預
か
っ
て
力
が
あ
り
し
も
の
で
あ
る
。

七
、
紀
伊
国
名
所
圖
絵
編
纂

紀
伊
国
名
所
圖
絵
は
我
国
に
於
け
る
名
所
圖
絵
の
白
眉
た
る
も
の
な
り
と
、
故
徳
川
頼
倫
候
の
屡
々
讃
詞
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
志
友
翁
は
紀
伊
国
名
所
圖
絵
を
編
纂
す
べ
く
藩
命
を
受
け
、
絶
大
の
精
力
を
以
て
公
撰
し
た
る
も
の
に
し
て
、
當
時
紀

藩
は
他
藩
に
率
先
し
て
其
編
纂
を
な
さ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
當
時
高
市
志
友
翁
は
和
歌
山
に
於
け
る
斈
殖
富
謄
を
以
て
、

藩
の
寵
遇
を
受
け
た
る
は
、
実
に
名
誉
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
翁
は
本
書
を
起
稿
す
る
に
當
時
交
通
不
便
な
る
山
野
を
跋
歩

し
、
豫
め
藩
の
許
を
受
け
調
べ
が
可
き
こ
と
を
小
冊
子
と
し
て
各
地
に
送
り
、
自
ら
編
輯
委
員
・
畫
家
委
員
を
伴
ひ
精
細
な

踏
査
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
志
友
翁
は
同
名
所
圖
絵
の
抱
負
に
述
べ
て
曰
く
「
旧
蹟
名
所
古
今
稜
変
す
る
が
如
き
は
必
ず
研

究
せ
ざ
れ
ば
惜
し
か
ら
ず
、
こ
ゝ
を
以
て
引
書
は
日
本
記
を
始
免
と
し
て
、
凡
て
国
典
に
載
す
る
所
及
曲
故
の
管
す
る
所
は

野
史
稗
官
と
雖
も
都
て
渉
獵
し
て
之
を
擧
げ
ざ
る
こ
と
を
な
し
、
和
歌
は
代
々
の
撰
集
詩
賦
は
名
家
の
文
集
、
そ
の
他
の
連

歌
・
俳
諧
・
狂
歌
の
類
に
至
る
ま
で
、
皆
そ
の
先
人
の
集
中
よ
り
抄
出
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
」
と
云
ひ
た
る
が
如
く
、
其

の
考
證
該
博
な
る
は
驚
く
ほ
か
は
な
い
。
志
友
翁
は
自
己
の
一
生
事
業
と
し
て
紀
伊
国
名
所
圖
絵
を
完
成
し
、
南
海
全
部
・



伊
勢
路
等
の
名
所
圖
絵
全
部
も
編
輯
す
べ
く
努
力
し
つ
ゝ
あ
り
し
も
、
初
編
よ
り
第
三
編
ま
で
十
七
冊
を
編
し
、
後
編
の
原

稿
並
び
に
其
の
他
の
稿
を
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
編
は
国
斈
者
加
納
諸
平
翁
が
藩
命
に
よ
り
編
纂
し
、
続
編
牟
婁
郡
を
秘

本
と
し
、
大
成
す
る
に
至
ら
な
い
。

八
、
藩
主
一
位
老
公
と
志
友
翁

徳
川
治
宝
公
（
一
位
老
公
）
は
歴
代
藩
主
中
、
最
も
聡
明
に
し
て
多
趣
味
な
る
君
主
で
あ
っ
た
。
特
に
天
明
年
間
の
疲
弊
を

受
け
財
政
一
般
に
困
窮
に
達
し
た
る
を
以
て
、
奢
侈
を
戒
め
節
儉
を
重
ん
じ
文
物
制
度
の
改
造
を
な
さ
し
め
た
。
志
友
翁
は

一
位
老
侯
に
受
せ
ら
れ
、
藩
か
ら
指
定
出
版
と
し
て
文
化
文
政
以
降
の
補
助
書
物
は
、
悉
く
帶
伊
が
引
受
け
上
梓
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
等
は
志
友
翁
が
文
斈
に
通
じ
、
一
位
老
公
の
お
気
に
入
り
の
爲
頗
る
多
く
、
常
に
優
遇
さ
れ
て
ゐ
た
。
或
時

和
歌
山
岡
ノ
谷
松
生
院
開
帳
の
際
、
幟
あ
げ
振
木
・
旗
あ
げ
等
の
賑
ひ
を
御
覧
に
供
す
べ
く
、
わ
ざ

高
石
垣
に
御
登
り

く

遊
ば
す
や
う
申
上
げ
た
。
當
日
何
故
か
一
向
そ
の
催
し
な
く
、
一
位
老
公
は
御
側
の
者
に
伊
平
次
に
大
ひ
に
だ
ま
さ
れ
た
の

お
言
葉
を
残
し
た
と
い
ふ
。
文
化
年
間
城
下
の
者
奢
侈
に
流
れ
、
衣
類
の
如
き
は
絹
布
の
も
の
を
多
く
用
ひ
、
人
心
弛
綬
し

憂
慮
す
べ
き
と
聞
き
を
以
て
、
遂
に
文
化
三
年
倹
儉
約
令
が
発
布
せ
ら
れ
た
。
即
ち
粗
衣
粗
食
を
重
ん
じ
・
形
式
的
の
儀
を

廃
し
・
華
美
に
流
る
ゝ
一
切
の
も
の
ゝ
使
用
を
嚴
禁
せ
ら
れ
た
。
数
年
後
節
制
の
効
現
れ
た
る
も
、
和
歌
山
の
商
人
は
相
當

の
打
撃
を
蒙
り
、
其
の
挽
回
策
と
し
て
志
友
翁
に
解
禁
策
を
依
頼
し
た
。
其
の
後
岡
の
谷
松
生
院
に
緋
羅
紗
の
幟
上
げ
等
、

花
々
し
き
賑
ひ
を
催
し
、
一
位
老
公
に
岡
口
の
門
よ
り
御
覧
に
入
れ
た
。
當
時
儉
約
に
つ
と
め
つ
ゝ
あ
る
人
情
風
俗
を
も
見

ら
れ
、
非
常
に
お
よ
ろ
こ
び
の
上
遂
に
儉
約
を
解
か
れ
た
と
云
ふ
。

九
、
上
田
伊
織
に
贈
り
し
書
簡

一
筆
啓
上
仕
候
、
秋
冷
に
趣
き
候
へ
共
彌
御
勇
健
に
被
爲
渡
候
奉
存
候
然
ら
ば
三
船
神
社
并
に
踊
圖
絵
と
も
中
書
出
来
仕
候

付
御
覧
に
入
候
思
召
に
相
叫
不
申
候
所
御
座
候
へ
ば
御
遠
慮
な
く
御
直
し
可
被
下
場
所
は
広
く
紙
に
大
さ
な
く
御
座
候
も
委

し
く
は
方
角
相
違
し
所
も
御
座
候
へ
ど
も
是
は
御
用
捨
可
被
下
乍
併
方
向
に
大
違
の
分
は
鳥
度
相
糺
申
度
候

一
、
別
紙
に
高
野
山
よ
り
道
法
に
花
阪
よ
り
諸
方
へ
別
れ
道
神
野
市
場
よ
り
高
野
へ
相
登
候



花
阪
よ
り
猿
川
へ
出
る
末
村
は
何
村
に
而
御
座
候
哉

一
、
神
田
村
よ
り
高
野
山
へ
行
程

一
、
椋
木
村
よ
り
高
野
山
へ
行
程

一
、
鎌
瀧
は
上
は
何
村
下
は
何
村
貴
志
川
迄
の
行
程

一
、
段
村
よ
り
大
津
迄
の
南
海
道
村
々
次
第

一
、
栂
拓
川
之
水
源
は
何
山
よ
り
で
る
と
申
事

一
、
調
月
よ
り
大
川
筋
之
村
々
順
道

一
、
三
社
神
社
京
譜
釣
鐘
銘
御
湯
釜
の
年
号
其
外
天
子
よ
り
之
御
書

大
畧
夫
れ

御
調
べ
被
下
而
御
下
し
被
候
へ
ば
千
万
難
有
可
存
候

く

七
月
二
十
六
日

帶

屋
伊

平

二

上

田

伊

織

様

十
、
上
田
伊
織
の
こ
と
ど
も

高
市
志
友
と
親
交
厚
か
り
し
上
田
伊
織
氏
は
、
和
歌
山
縣
那
賀
郡
安
樂
川
村
神
田
の
人
。
斈
識
才
能
に
富
み
高
野
領
内
の
地

士
に
選
ば
れ
常
に
地
方
開
発
に
努
力
し
、
郷
土
の
政
治
神
社
佛
閣
乃
興
隆
発
展
に
意
を
用
ひ
村
の
平
和
を
保
持
し
た
。
特
に

藩
の
大
事
業
た
り
し
紀
伊
国
名
所
圖
絵
并
に
紀
伊
続
風
土
記
編
纂
に
、
高
野
山
領
内
の
資
料
を
提
供
し
、
其
の
完
成
を
な
さ

し
め
た
。
今
氏
の
編
せ
し
寫
本
と
し
て
左
の
様
な
も
の
が
あ
る
。

一
、
文
久
二
年
高
野
山
御
修
理
領

一
、
天
保
年
代
自
筆
手
続
書

一
、
文
化
十
年
続
風
土
記
に
付
き
御
見
分
記
録



昭
和
二
年
三
月
一
日
印
刷

昭
和
二
年
三
月
七
日
発
行

和
歌
山
市
新
大
工
町
十
八
番
地

編
集
兼

田

中

敬

忠

発
行
者

和
歌
山
市
杉
の
馬
場
二
丁
目

印
刷
所

和
歌
山
印
刷
株
式
会
社

和
歌
山
市
杉
の
馬
場
二
丁
目

印
刷
者

岡

宗

次

郎

（
昭
和
廿
六
年
七
月
下
旬
寫
本

清
水

長
一
郎

原
本
田
中
敬
忠
氏
藏
）

あ

と

が

き

高
市
志
友
は
加
納
諸
平
や
本
居
宣
長
等
み
た
い
な
紀
州
藩
お
抱
え
の
学
者
で

『
紀
伊
國
名
所
圖
繪
』
の
編
集
に
当
た
っ
た

、

人
と
今
ま
で
思
っ
て
い
た
が
、
土
木
建
設
や
出
版
の
等
藩
お
抱
え
の
実
業
家
で
『
名
所
圖
繪
』
の
編
集
な
ど
は
ず
っ
と
後
の

こ
と
と
、
此
の
伝
記
を
写
本
す
る
ま
で
全
然
知
ら
な
か
っ
た
。

此
の
『
高
市
志
友
傳
』
を
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
よ
う
と
し
た
が
、
初
版
の
発
行
が
昭
和
二
年
で
問
題
な
い
が
、
著
者
の
田
中
敬

、

。

。

忠
氏
の
著
作
権
が
ま
だ
ま
だ
三
十
年
く
ら
い
あ
る
の
で

活
字
化
の
み
に
止
め
た

高
市
氏
や
田
中
氏
は
ど
っ
ち
を
望
む
か

平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
七
月
十
二
日

清

水

章

博


